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明治大学に着任して
林 幸克
失意の採用面接を経て，地方国立大学教職大学院から明治大学へ移った 1年目，これまで経
験したことがないような様々な出来事があったように感じる。時系列に沿って，振り返ってみ
たい。
1.春学期
(1)4月 資格課程ガイダンスと「授業論」コーディネーター
着任してまだ、 10日足らず，引っ越し後の研究室の義理もできていないなかで，最初に学生
の前に出る仕事が，資格課程ガイダンスであった。教職課程の位置づけや履修の仕方など，自
分でも十分に理解しているとは言い難い状況で，果たして，大過なく務めることができるのか，
不安しかなかった。事前に，高野先生のガイダンスの様子を見学させていただきなるほど
なあJと，説明を受けている学生と同じような気持ちでいたことが思い出される。その後，自
分の担当日には，高野先生の模範ガイダンスでとったメモとその時の雰囲気をイメージしなが
ら資格課程案内」を片手に臨んだ。学生にきちんと伝わったのか，今でも自信がないのが
正直なところである。
「授業論」って何? コーディネーターって何すればいいの? 事前に概略はご教示いただ
いていたが，それでも，頭の中が i? Jマークでいっぱいであった。状況をよく把握していな
いまま，アカデミーコモン 8階の教育実習指導室に行き，改めて，田原さんに何をどのように
すればよいのか，教えていただいた。との時に，付属中野中高・付属中野八王子中高の先生方
と名刺交換をしたが，緊張からか，名前と顔がなかなか一致せず，申し訳ない思いでいっぱい
だった。その後の運営を通して，田原さんはじめ， TAの皆さんの協力・支援がないとうまく
まわっていかないであろうことを，その時は「ぼんやり」感じていたが，日に日に「ぼんやり」
から「明確」に思うようになり，今日に至っている。
(2)5月 教育実習事前打合せ
4月末に教育実習指導室で，実習に行く学生と顔合わせをして間もなく，中野での教育実習
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事前打合せに臨んだ。初めていく付属中野中高遅刻してはいけない迷ったらどうしよ
うJ，いろいろな思いが錯綜し，最寄駅に，打ち合わせ開始時刻より l時間くらい早く着き，
現地を確認し，また駅まで戻って，ほどよい時間になるまで待っていたことを覚えている。そ
こでも，校長先生はじめたくさんの先生方と名刺交換したが，校長先生の顔と名前を覚えるの
が精一杯だ、った。
(3)6月 教育実習の授業参観
終日，付属中野中高に滞在して，学生の研究授業を参観した。これまで，大学院生，しかも
教員採用試験に合格して入学している学生で，学部学生時代に実習もそれなりに経験している
学生の授業参観が中心だったので，ある種のカルチャーショックを受けた。積極的に捉えれば，
明治大学の学生は，生徒との距離感を縮めて寄り添うように関わっており，また，授業も，非
常に「勢し、Jがある流れで展開されており，たた圧倒された感があった。その一方で勢い」
があることの裏返しかもしれないが，やや荒削りな印象も受けた。ただそれも，授業展開や内
容，板番，あるいは筆順の間違いなど，洗練すべき部分がたくさんある，伸び代の大きい授業
であり，鍛えがいのある学生であると受け止めた。
(4)8月 教員免許状更新講習
前任校でも講習を担当してきたが，受講者の反応に大きな違いを感じた。これまでは，明ら
かに「仕方なく来てやっているj という雰囲気の受講者が多く，居眠りは当たり前の中で講義
を行っていた。それが，明治大学卒業生の気質か，講義の途中でちょっといいですか」と
いった感じで挙手し，質問等を投げかけてくる受講者が少なからずいた。前向きな姿勢に感銘
を受けるとともに，質問というより，講義内容に関連した自身の経験を話す場面がほとんどで，
E寵，対応に苦慮した。また，教職課程で学ぶ学部学生でも環解しているであろう基本的な事
柄の確認を求める受講者もおり，対応しながら，現職として知っていて然るべきことが理解で
きていない状況に衝撃を受けた。講習担当者が本気で準備して臨む講習，受講者もその場で完
結させるのではなく，事前にある程度予習なりして受けるのが，本来あるべき講習であろうと
改めて感じた。
(5)9月 龍谷大学来学
龍谷大学の関係者の方が来学し，明治大学教育会の取り組みについて，意見交換を行った。
他大学の方の視察に応じ，意見交換の場に臨ませていただいたことは初めてであった。その場
に同席させていただき，別府先生のお話などから，おそらく龍谷大学の方と同じような気持ち
で，明治大学教育会について勉強させていただいた。その中で，教育会のような組織を作るこ
と，そして運営することの重要性と難しさを感じるとともに，他大学の実情を拝聴することも
貴重であるととを学んだ、。
? ??
2.秋学期
(1)11月 教員採用試験準備講座
教職課程はもちろん， リパティーアカデミーや明治大学教育会関係者，時事通信社の方々，
各方面から支援を受けて成立している講座の位置づけを理解するのは容易ではなかった。コー
ディネーターとしてこれからどこまで，どのように関わることができるのか，引き継ぎ資料を
熟読しながらも試行錯誤の連続であろうことが予測される。直接自分が指導する時とはまた違
う緊張感を覚えたが，普段授業で接している学生がその時とは違う表情(ある意味で授業の時
よりも真貧IJ...)で臨んでいるのは新鮮で、あった。 r生徒・進路指導論」で学生に伝えている生
徒理解の重要性，これを自分自身にも言い聞かせながら，学生理解の場にしていきたいと考え
ている。
(2)11月 明治大学教育会総会・研究大会
9月の龍谷大学への対応， 10月の教育会事務局会議へのオブ、ザーパー参加を通して，教育会
について理解していたつもりであったが，その活動実践に触れることで，それがさらに深まっ
たような気がした。 OB'OGの自己研鎮の場であると同時に，教職を志す現役学生を後輩とし
て育成しようとする場であることが体感できた。直IJ事務局長を大過なく務めることができるの
か不安が大きいが，事務局会議等を通して関係者のみなさんの名前と顔を覚えることを第一歩
として関わっていきたい。
3.年間通して
(1)授業全般
学部学生対象に授業を行うことに新鮮さそ覚えるとともに，難しさも実感した。
1年生対象の「教職入門」では，つい先日まで高校生だったんだなと思える場面が多々あっ
た。最も印象的だったことは，学期衆の定期試験の際，イ可も指示をしていないのに，ティッシ
ュを袋から出し，中身だけを机上に出している学生が複数いたことであった。まさに，大学入
試センター試験の名残である。 3年生対象の「生徒・進路指導論」や「特別活動論」では，教
育実習や採用試験を控えているということで，それに関連づけた内容を取り上げると，眠りか
ら目覚めたかのように急に頭を上げ，こちらを向く学生が増え，集中度が高まっていることが
わかりやすく伝わってきた。
関連して授業改善のためのアンケートJの結果には衝撃を受けた。 10年以上担当してい
る「特別活動輪」は極めて好意的な見解を示した結果， 5' 6年担当している「生徒・進路指導
論」は可もなく不可もない結果，初めて担当した「教職入門」は非常に厳しい評価であった。
そのデータやコメントを読んで，学生の反応は正直であると実感するとともに，自分自身に成
長・改善の余地があることを指摘されたようで，気が引き締まった思いがした。学生からの率
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直・素直な意見や言動・態度からの学びを，現在担当している「教育実習 1J ，来年度担当予
定の「教育実習nJ r教職実践総合演習」に活かしていきたい。
(2)まとめにかえて
当たり前であるが，初めて経験することばかりで，戸惑うことが多かった。
年度当初は，会議のたびに自己紹介をさせていただき，いったいどれだけ会議があるんだろ
うと不安がいっぱいになった。教職課程の皆さん，五課程会議で同席させていただく皆さん，
資格課程事務室の皆さんの名前と顔を一致させて覚えることに必死だ、った頃と思えばいくらか
落ち着いてきたこの頃であるが，これから仕事をしながら多くの教職員の皆さんを覚えていき
たい。
今後，少しずついろいろな役割を担いながら，また，足を引っ張ることがないように，教職
課程の円滑な運営に尽力していきたいと考えている。温かく見守りつつ，ご指導・ご助言をい
ただけると幸甚である。
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